
 
 
 
 
 

カリキュラムセンターは、平成１７年７月のオープン以来、県内の先生方や学校が日常の教育

活動でお困りのことについて、相談を受けたり支援を行ったりしてきました。これからも教育セ

ンターの各チームの機能を十分に生かしながら、「気軽に利用できるカリキュラムセンター」と

して業務を進めていきますので、是非、御活用ください。 

 

◇ このようなことでお困りのことはありませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ カリキュラムセンターでは、次のような業務を進めて先生方の様々な悩みや要望に応

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｗｅｂ版 

平成 20年６月 23日発行 

福島県教育センター 

今度の単元については、じっ

くりと取り組みたいと考えてい

るのだが、授業構想の段階で悩

んでいるので相談にのって欲し

い。 

授業の導入でインパクト

のある教材提示をしたいの

だが、なかなかいいアイデア

が浮かんでこない。 

授業研究を日常の授

業改善に結び付けたい

のだが、どのように進め

ていけばいいのかよく

分からない。 

「○○○○○」に関する参考資料

を探しているのだが、適切な図書

が見つからない。 

校内研修で「○○○○○」とい

うテーマで取り組む計画を立て

ているが、継続的にかかわりを持

ってアドバイスしてくれる講師

が見つからない。 

地区の研究会で「○○○

○○」のテーマで講話をい

ただける講師を紹介して

欲しい。 

 
① 学校教育に関する相談に応じます  
□ 学校経営、学習指導、その他教育活動に関する「何でも相談」を受けます。 
□ 学校や各教育関係団体からの講師派遣の要請を受けます。 

② 教育研究を支援します  
□ 学校等の要請に応じて教育研究を支援します。  
□ 調査研究の実践的有効性の検証を支援します。 

③ 各種資料を提供します  
□ 図書資料や教育課題に関する各種資料を提供します。 
□ すぐれた授業実践の資料を提供します。 

④ 学校と教育関係機関とをつなぎます  
□ 講師人材の必要な情報を提供します。 
□ 各種研究機関と学校等のネットワークづくりを進めます。 

 

カリキュラムセンターの主な業務 



◇ お気軽にお問い合わせください。 

 カリキュラムセンターへのお問い合わせは、電話やＦＡＸ、Ｅメールを御利用ください。直

接来所される場合は、教育センター１棟２階のカリキュラムセンター相談室までおこしくださ

い。お持ちしております。 
 

 
 
 
 
 
 
 

速報！「福島県教育研究発表会」のお知らせ・・・・・・ 
本会は、これまで福島県教育研究発表大会の名称で長く親しまれてきました。今年度、参加

される先生方にとりましてさらに魅力ある会となるように、実施会場や期日、内容・運営方法

に大幅な検討を加えてリニューアルを図りました。それに伴い、会の名称も新たにして「福島

県教育研究発表会」としました。今回の変更点は、次の三点に集約されます。 

 

 

 

 

 

 

 

また、今年度の新たな試みとして、体験・参加型の発表・演習の２コマ連続の時間枠を設け、

先生方の日々の教育実践に役立つ発表の位置付けを図りたいと考えております。内容の詳細が

決まりましたら、カリキュラムセンター通信でお知らせします。 

    【期 日】   平成２０年１２月２日（火） 

    【会 場】   福島県教育センター 
    【日 程】 
   9:20 10:00 10:05             12:10 13:00            15:20 15:30 
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【来所相談】 教育センター１棟２階 カリキュラムセンター相談室 
             〈相談時間：８：３０～１７：３０〉 
【電話相談】 ０２４－５５３－３１４１（内線３３） 
             〈相談時間：８：３０～１７：３０〉 
【FAX 相談】 ０２４－５５４－１５８８ 
【E メール】 curriculumcenter@center.fks.ed.jp 

 

【その１】  施設の機能を有効に生かした発表の場を確保するため教育センターを会場

とすること。 

【その２】  実施時期を従来の厳冬期から移して、積雪や路面凍結等の心配が少ない  

１２月２日開催としたこと。 
【その３】  参加された先生方が抱えている自己課題に応じて発表を選んで存分に聴く

ことができるように、終日、ワークショップ形式で部会運営を行うこと。 


